
一
九

二
八
年

十

一
月

三
日

の
事

―
志
賀
直
哉
と
藤
枝
静
男

・
平
野
謙

・
本
多
秋
五
―

谷
口

幸

代

は
じ
め

に

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
三
人
の
文
学
者

は
作
家
藤
枝
静
男
、
批
評
家

の
平
野
謙
と

本
多
秋

五

で
あ

る
。

本
多

の
甥

に
あ

た
る
小
堀

用

一
朗

の

『
三
人

の

"
八
高

生
"
』

(鷹
書
房

弓
プ

レ
ス

平
成

一
〇

・
一
一
)
は
、

こ
の
三
人

の
幼
年
時
代

か
ら
死
に
い
た
る
ま
で
の
友
情

の
物
語
を
丹
念
に
掘
り
起

こ
し
た
労
作
で
あ
る
。

小
稿

で
は
同
書

に
導

か
れ
な
が
ら
、
彼
ら

の
出
会
い
と
志
賀
と

の
出
会

い
と
い

う
二

つ
の
出
会

い
を
同
時
代
史
の
中
に
置

い
て
考
え
る
。

そ
こ
か
ら
彼
ら
が
志
賀

直
哉
に
傾
倒
し
、
志
賀
と
彼

の
文
学
を
理
念
的
な

父
と
し
て
出
発
し
て
い
く
道
筋

を
た
ど

っ
て
い
く
。

そ
れ
に
よ

っ
て
、
昭
和
文
学
、
特
に
戦
後
文
学

で
三
人
三
様

の
活
動
を
果
た
し
た
文
学
者
た
ち
が
志
賀
と
そ
の
文
学

の
影
響
を
受
け
て
、
ど

の

よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ

の
文
学
の
世
界
に
入

っ
て
い
っ
た
の
か
を
確
か
め
た
い
。

三
人
が
初
め
て
出
会

っ
た

の
は
旧
制
第
八
高
等
学
校
で
あ
る
。
第
八
高
等
学
校

は
、
周
知
の
よ
う
に
、
明
治
四
十

一
年
、
旧
制
高
校
最
後
の
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー

ル

と

し
て
誕
生
し
た
。

こ
の
八
高

の
歴
史

は

『
八
高
五
十
年
誌
』

(
八
高
創
立
五
十

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

昭
和
三
三

・
一
二
)
、
『
瑞
穂
兵
物
語
』

(
八
高
創
立

六
十
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

昭
和
四
三

・
一
〇
)
、
『
伊
吹

お
ろ
し
の
雪
消
え

て
』

(財
界
評
論
新
社

昭
和
四
八

・
八
)
や

『
や
ま
は
る
か

く
も
う
か
び

八
高
創
立
九
十
年
祭
記
念
誌
』

(八
高
創
立
九
十
年
祭
実
行
委
員
会

平
成

一
二

・
一
二
)
等
で
同
窓
生
が
熱
烈
な
思

い
を
寄
せ
て
書

い
て
い
る
。
校
舎
が
建
築
さ

れ
た
の
は
現
在

の
名
古
屋
市
立
大
学

の
山
の
畑
キ

ャ
ン
パ
ス
に
位
置
し
て
い
た
。

当
時
の
面
影
を
今
に
伝
え
る

の
は
、
ま
ず

「八
高
古
墳
」
と
呼
ば
れ
る
前
方
後

円
墳

で
あ
り
、
次
に
大
蘇
鉄
が
あ
る
。
私
も
初
め

て
本
学
を
訪
れ
た
時
に
は
思
わ

ず
目
を
瞠

っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
大
蘇
鉄
は
、
八
高
創
立
当
時
、
近
世
日
本
文

学
研
究

の
開
拓
者

で
あ
る
藤
井
乙
男
が
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。
藤
井
は
東
京
帝

国
大
学
国
文
科
在
学
中

に

一
級
後
輩
の
正
岡
子
規
に
す
す
め
ら
れ
て
俳
句
を
始
め

た
。
以
後
、
紫
影
と
号
し
て
句
作
に
は
げ

み
、
子
規

の
俳
句
革
新
運
動
を
助
け
た
。

教
育
者
と
し
て
は
、
明
治
三
十

一
年
か
ら
四
高
教
授
と
な
り
、
四
十
年
か
ら
八
高

に
移

っ
た
。
四
十
二
年
に
、
幸
田
露
伴
が
去

っ
た
後

の
京
都
帝
国
大
学

に
移
る
際

に
記
念
と
し
て
残
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
蘇
鉄
は
昭
和
二
十
年
三
月
の
空
襲

で
、
黒
焦
げ
に
な

っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
後
玄
関
前
か
ら
教
養
教
育
棟
前

に
移
植

さ
れ
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
構
内
に
建
て
ら
れ
た
八
高
生

の
像
が
八

高
と
本
学
と

の
つ
な
が
り
を
今
も
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

卒
業
生
に
は
、
文
系
で
は
た
と
え
ば
作
家

の
阿
部
知

二
、
国
文
学
者

の
久
松
潜

一
や
風
巻
景
次
郎
、
英
文
学
者

の
本
多
顕
彰
、
独
文
学
者

の
川
村
二
郎
、
哲
学
者

の
梅
原
猛
、
西
洋
史
家

の
尾
鍋
輝
彦
、
民
族
学
者

の
大
林
太
良
ら
が

い
る
。
ま
た

旧
制
松
本
高
校

の
名
物
教
師
と
し
て
知
ら
れ
る
蛭
川
幸
茂
を
は
じ
め
と
し
て
様

々

な
分
野
の
人

々
が
出
て
お
り
、
枚
挙
に
暇
が
な

い
。

蛭
川

の

『
落
伍
教
師
』

(中



林
出
版

昭
和
四
二

・
五
)

に
は
、
辻
邦
生
や
北
杜
夫
ら
が
教
え
子
と
し
て
登
場

す
る
。
『
ど
く
と
る

マ
ン
ボ
ウ
青
春
記
』

(中
央
公
論
社

昭
和
四
三

・
三
)
は
同

書
と
対
を
な
し
、
私
が
大
学
時
代

に
松
高
時
代
の
様

々
な
追
憶
を
伺

っ
た
恩
師
が

両
著
に
登
場
し
て
い
る
。
小
稿
は
こ
の
追
憶

の
青
春
記
に
触
発
さ
れ

て
生
ま
れ
た

も
の
で
あ
る
。

一
　
三
人

の
出
会

い
と
そ

の
時
代

前
置
き
が
長
く
な

っ
た
が
、
学
習
院
で
志
賀
が
武
者
小
路
実
篤
ら
と
出
会

い
、

白
樺
派
が
生
ま
れ
た

の
と
同
じ
よ
う
に
、

こ
の
第
八
高
等
学
校
で
も

一
つ
の
出
会

い
が
果
た
さ
れ
た
。
大
正
十
五
年
四
月
、
三
人
の
新
入
生
が
入
学

し
た
。

一
人
は
、

静
岡
県
志
太

郡
藤
枝
町
の
生
ま
れ
で
成
蹊
学
園
出
身

の
勝
見
次
郎
、

の
ち
の
藤
枝

静
男
で
あ
る
。

一
人
は
、
京
都
市
上
京
区
の
生
ま
れ
で
岐
阜
中
学
出
身

の
平
野
朗
、

の
ち
の
平
野
謙
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う

一
人
は
本
多
秋
五
で
、
彼
は
愛
知
県
西

加
茂
郡
の
生
ま
れ
で
、
愛
知
県
立
五
中
出
身

で
あ

っ
た
。
勝
見
は
理
科
乙
類
で
、

後

の
二
人
は
文
科
乙
類
の
学
生
だ

っ
た
。

前
掲

の

『
三
人
の

"
八
高
生
"
』
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
そ
れ

ぞ
れ
繰
り
返
し
自
分
達
の
出
会

い
と
青
春

に

つ
い
て
回
想

し
て
い
る
。
平
野
に

『
回
想

・
北
川
静
男
』

(北
川
重
夫
編

『
光
真
美
』
昭
和
五

・
一
二
　

『
平
野
謙

全
集
』

=
二
巻
所
収
)
、
『
三
十
六
年
ぶ
り
の
旅
』

(
「明
治
大
学
新
聞
」
昭
和
三
八

・
一
一
・
一
四
　

同
一
三

巻
所
収
)
等
が
あ

る
。
本
多
に
は

『
八
高
時
代

の
平
野

謙
』

(『
新
選
現
代
日
本
文
学
全
集

三
八
』
付
録

筑
摩
書
房

昭
和
三
五

・
七

『
本
多
秋
五
全
集
』
八
巻
所
収
)
、
『
八
高
時
代

の
藤
枝
静
男
』

(
「浜
松
百
撰
」
昭

和
四
〇

・
二
　

同

一
〇
巻

所
収
)
、
『
藤
枝
静
男

の
こ
と
』
『
現
代

日
本

文
学
大

系

四
六
』
月
報

筑
摩
書
房

昭
和
四
七

ー
一
二
　
同
一
二

巻
所
収
)
、
『
昭
和
六
年

前
後
の
藤
枝
静
男
』

(『
藤
枝
静
男
著
作
集
　

一
』
月
報

講
談
社
　

昭
和
五

一
・

七
)
等
が
あ
る
。
そ
し
て
藤
枝
に

『
奈
良
公
園
幕
営
』

(
「
風
報
」
昭
和
三
二

・
七

『
藤
枝
静
男
著
作
集
』

一
巻
所
収
)
、
『
古
本
屋
ケ
メ
ト
ス
』

(
「中
部
日
本
新
聞
」

昭
和
三
四

・
一
一
・
一
八
　

同
五
巻
所
収
)
、
『
平
野
断
片
』

(
昭
和
三
六

・
三
執

筆
、
未
発
表
　

同
五
巻
所
収
)
、
『
本
多
秋
五
』

(
「群
像
」
昭
和
三
九

・
一
〇
　

同

五
巻
所
収
)
、
『
落
第
仲
間
』

(
「静
岡
新
聞
」
昭
和
四
四

・
一
・
一
　
同
三
巻
所

収
)
、
『
救
世
主

K
先
生
』

(
「文
芸
春
秋
」
昭
和
四
五

・
五
　

同
二
巻
所
収
)
、
『
青

春
愚
談
』

(
「東
京
新
聞
」
昭
和
四
六

・
七

・
二
七
～
九

・
一
　
同
五
巻
所
収
)
、

『
昭
和
五
十
年
』

(「静
岡
新
聞
」
昭
和
五
〇

・
一
・
三
　

同
三
巻
所
収
)
等
が
あ

る
。
ま
た
小
説
で
も

『
春

の
水
』

(
「群
像
」
昭
和
三
七

・
四
　

『
藤
枝
静
男

著
作

集
』
五
巻
所
収
)
、
『
或

る
年

の
冬

・或
る
年

の
夏
』

(
「群
像
」
昭
和
四
四

・
四
、

四
五

・
三
、
四
六

・
八
　

同
五
巻
所
収
)
な
ど
で
八
高
時
代
を
題
材
と
し
て
い
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
、
『
空
気
頭
』

の
初
稿

(
「近
代
文
学
」
昭
和
二
七

・
三
　

同

六
巻
所
収
)

で
は

「
平
形
研
」
「
本
堂
春
吾
」
と

い
う

二
人
の
名
前
を
も
じ

っ
た

経
済
学
者
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
教
室
内

の
順
序
は
成
績
順
で
は
な
く
五
十
音
順
に
う
し
ろ

か
ら
座
席
が
並
び
、
ヒ
ー
平
野
、

フ
ー
藤
岡
、
ホ
ー
本
多

の
順
だ
つ
た
と

い
う
。

ま
た
寮

で
は
藤
枝
と
平
野
と
が
同
じ
南
寮

五
室
、
六
人

一
室

の
ひ
と

つ
机

の
向
か

い
合
わ
せ
の
席
だ

っ
た
と

い
う
。
大
正
十
五
年
度

の
寮
生
名
簿

(『
第
八
高
等
学



校
寮
史
』
第
八
高
等
学
校
寮

昭
和

一
一
・
七
)
で
三
人

の
名
前
を
探

し
て
み
る

と
、
第
五
室
に

「
理
科

一
年
乙
　
勝
見
次
郎
」
、
「
文
科

一
年
乙
　

平
野
朗
」
、
第

十
二
室
に

「文
科

一
年
乙
　
本
多
秋
五
」
と
あ
る
。
当
時
人
高
に
は
南

・
北

・
中

と
三
棟
の
学
寮
が
あ

っ
た
。
そ

の
う
ち
の
南
寮

の

一
階
第
五
室
に
藤
枝
と
平
野
が
、

五
階
の
第
十
二
室
に
本
多
が
そ
れ
ぞ
れ
い
た
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
環

境
の
も
と
、
二
年
生
に
な

っ
て
ま
ず
平
野
と
本
多
が
親

し
く
な
り
、
平
野
が
本
多

に
藤
枝
を
紹
介
し
、
生
涯
に
わ
た
る
三
人

の
交
流
が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な

っ

た
。次

に
彼
ら
の
出
会

い
が
ど
の
よ
う
な
時
代

に
果
た
さ
れ
た

の
か
を
地
元
紙

の
報

道
や
学
校
史
を
手
が
か
り
に
確
か
め
て
お
き
た

い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
三
人
が

入
学
し
た

の
は
大
正
十
五
年
四
月
で
あ
る
。

旧
制
高
校

の
入
試
選
抜
方
式
が
繰

り

返
し
改
変
さ
れ
た
こ
と
は
秦
郁
彦

『
旧
制
高
校
物
語
』

(文
春
新
書
　

平
成
一

五

・
一
二
)

で
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
三
人
も
ま
た
改
変

の
騒
動
の
た
だ
中
に
入
学

し
た
学
生
だ

っ
た
。
大
正
十
五
年
度
よ
り
全
国

の
高
等
学
校

二
十
五
校
を
甲
乙
二

つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
る
二
班
制
試
験
制
度
が
実
施
さ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
同
年
四
月
九

日
の

「新
愛
知
新
聞
」
に

「
入
学
者

の
発
表
が
遅
れ

て
　
授
業
に
も
差
支

へ
る
　
高
校
入
学
試
験
制
の
改
正
に
　
校
長
連
口

を
揃

へ
て

反
対
す
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
事
に
並

ん
で
、

「
モ
ミ
に

モ
ン
だ
　
高
等
学
校
入
学
者
　

八
日
夜
ヤ

ッ
ト
発
表
」
と
い
う
見
出

し

で
、
合
格
発
表
の
選
考
が
長
引

い
た
た
め
、
七
日
ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い
た
文
部

省

の
発
表
が
八
日
に
な

っ
た
こ
と
、
及
び
八
高
、
一
高

、
浦
和
、
福
岡
の
四
校

は

さ
ら
に
九
日
発
表
に
延
期
さ
れ
た

こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
彼
ら
は
入
学

の
そ

の
年
に
大
正
か
ら
昭
和

へ
と

い
う
時
代
の
移
り
変
わ

り
を
体
験
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
藤
枝
は

『
昭
和
五
十
年
』

の
中
で
、
入
学
早

々

一
学
期

の
成
績
が
散

々
で
、
二
学
期
は
奮
起
し
て
も
ち
な
お
さ
ね
ば
な
ら
な

い
状

況

で
あ

っ
た
と
回
想

し
て
い
る
。

し
か
し
、
試
験
の
始
ま
る
十
二
月
十

目
頃
か
ら

天
皇
御
不
例

の
報
道
が
急

に
高
ま

っ
て
き
て
、
状
況
次
第
で
は
試
験
が
中
止
に
な

る
か
と
雑
念
が
浮
か
ん
だ
り
し
て
、
結
局
勉
強
が
手
に

つ
か
ず
、
も
は
や
翌
年
三

月

の
落
第
は
必
至
と
あ
き
ら
め
な
が
ら
憂
欝
な
荷
造
り
を
し
て
い
た
と

い
う
。

十
二
月
二
十
五
日
に
昭
和
と
改
元
、
明
け
て
昭
和
二
年

の
十

一
月
に
昭
和
天
皇

の
愛
知
県

へ
の
初
め
て
の
行
幸
が
行
わ
れ
た
。
十
四
日
の

「名
古
屋
新
開
」
に
は

「
け
ふ
の
御
日
程
」
と
し
て
愛
知
医
科
大
学
、
名
古
屋
高
等
工
業
高
校
を
経
て
、

八
高

へ
の
訪
問
予
定
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
午
前
十

一
時
二
分
に
到
着
、
そ
の
後
、

小
松
原
隆

二
校
長
先
導
で
御
座
所
に
入
御
、
校
長
と
勅
任
教
授

の
拝
謁
、
校
長
名

簿
等

の
贈
呈
と

こ
こ
ま
で
で
約
五
分
、
陳
列
場
に
場
を
移
し
て
約
十
六
分
、
そ
の

後
運
動
場
で
生
徒
ら
に
拝
謁
し
、
十

一
時
三
十
二
分
に
玄
関
で
乗
車
、
と
分
刻
み

の
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
主
な
天
覧

予
定
品
に
は
、
入
学
志
願
者

及
び
卒
業
者
概
況
、
教
科
書

か
ら
始
ま

っ
て
植
物
細
胞
染
色
体

の
顕
微
鏡
写
真
、

動
物
発
生
標
本
十
三
種
、
八
高
製
作

の
機
械
模
型
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

翌
日
の

「名
古
屋
新
聞
」
は

「生
物
学
に
対
し
て
特
に
深
き
御
理
解

熱
心
に

顕
微
鏡
を
御
使
用

八
高
、
高
商
を
御
巡
覧
」
と

の
見
出
し
で
こ
の
時
の
様
子
を

報
じ
て
い
る
。
当
日
は
予
定
よ
り
若
干
遅
れ
て
十

}
時
五
分
に
到
着
、
陳
列
場
で

柏
木

(物
理
)
、
河
村

(
地
質
鉱
物
)
、
高
嶺

(植
物
)
、
河
合

(
化
学
)
、
河
野

(動
物
)
、
溝
口

(図
画
)
各
教
授

に
よ
る
説
明
が
行
わ
れ
、
特
に
三
河
地
方
特



産

の
菌
根
タ
ヌ
キ

モ
な
ど
の
花
粉

母
細
胞

の
顕
微
鏡

に
関
心
を
持
た
れ
た
と

い
う
。

同
月
十
五
日
の

「新
愛
知
新
聞
」
夕
刊
に
校
旗
を
掲
げ

て
天
皇
を
迎
え
る
八
高
生

た
ち
の
姿
を
お
さ
め
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
昭
和
三
年
六
月
二
日
の

「名

古
屋
新
聞
」
に
は
、
こ
の
行
幸
の
記
念
事
業
と
し
て
八
高
の
図
書
部

の
改
善
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
現
在
で
も

こ
の
行
幸
記
念
碑
が
構
内

の

・

テ

ニ
ス
コ
ー
ト
東
側
に
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
三
人
の
在
学
時
期
が
八
高

に
と

つ
て
ど
の
よ
う
な
時
期
で
あ

っ
た
か
を

確
か
め
て
み
る
と
、
昭
和
三
年
は
創
立

二
十
周
年
と

い
う
記
念
の
年
で
あ

っ
た
。

『
伊
吹
お
ろ
し
の
雪
消
え
て
』
に
よ
る
と
、
五
月
三
十

日
か
ら
六
月
三
日
ま
で
盛

大

に
記
念
祭
が
挙
行
さ
れ
た
。
記
念
祭
の
行
事
は
三
十

一
日
の
朝
は
生
徒

一
同
熱

田
神
宮
に
参
拝
し
、
昼
は
覚

王
山
で
物
故
卒
業
生

の
追
悼
会
、
夜
は
県
会
議
事
堂

で
記
念
講
演
会
と
続
い
た
。

三
日
午
後
に
は
仮
装
行
列
が
行
わ
れ
、
在
校
生
た
ち

は
校
外

へ
と
あ
ふ
れ
出
し
、
栄
町
交
叉
点
で
デ
カ
ン
シ

ョ
節
を
歌

い
、
街
頭
で
い

わ
ゆ
る
ス
ト
ー
ム
を
し
名
古
屋
駅
前

で
解
散

し
た
と

い
う
。

「名
古
屋
新
聞
」
同
年
五
月
三
十

一
日
の

「
八
高
生
れ
て
廿
年
　

き

の
ふ
の
記

念
式
」
に
は

「各
級
、
各
部
が
頭
を

し
ぼ

つ
た
造
り
物
や
盛
沢
山

の
催
し
も
の
ゝ

ふ
た
を

一
時
に
あ
け
て
あ

つ
と

い
は
せ
よ
う
と
八
百
余

の
も
さ
達
が
意
気
ご
ん
で

ゐ
る
」
と
八
高
生

の
勇
ま
し
さ
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
ス
ト
ー
ム
は
ド
ナ

ル
ド

・
T

・
ロ
ー
デ

ン

『
友

の
憂

い
に
吾
は
泣
く
　

旧

制
高
等
学
校
物
語
』
上
巻

(森
敦
監
訳

講
談
社

昭
和
五
八

・
四
)
で
も
興
味

を
も

つ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
明
治
二
十
八
年
頃
一
高

で
始

ま

っ
た
と
い
わ
れ
、
そ

の
後
地
方

の
高
校
に
瞬
く
間
に
広
が

っ
た
と
さ
れ
る
旧
制

高
校
特
有
の
慣
習
で
あ
る
。
学
生
た
ち
が
円
陣
を
組
ん
で
、
寮
歌
を
歌

っ
た
り
、

踊

っ
た
り
し
、
ま
た
街
中
に
出
る
時

に
は
列
を
組
ん
で
歌

っ
た
り
、
う
な

っ
た
り

し
た
も
の
で
、
こ
の
大
騒
ぎ
を

「
儀
式
」
と
称

し
て
行

っ
た
も

の
で
あ

っ
た
。
前

掲
の
秦
郁
彦

『
旧
制
高
校
物
語
』
は
中
で
も
八
高

の
ス
ト
ー
ム
の
頻
度
と
猛
烈
さ

は
有
名
だ

っ
た
と
紹
介

し
て
い
る
。
『
伊
吹
お
ろ
し
の
雪
消
え

て
』
に
も
街
頭

ス

ト
ー
ム
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

最
も
典
型
的
な

の
が

「
入
寮
歓
迎

ス
ト
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ロ

ー
デ

ン
は
新

入
生

の
男
ら
し
さ
を
試
す
た
め
に
行
わ
れ
る
も

の
で
、
そ
れ
ま
で
の

家
族

へ
の
依
存
心
を
捨

て
さ
せ
、
共
同
体

の
中

で
心
理
的

に
結
び

つ
い
て
い
く

べ

き
欲
求
を
培
う
新
入
生
に
と

っ
て
最
初

の
試
練

で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に

「
バ

ン
カ
ラ
」
と

い
う
旧
制
高
校

の
美
学
を
象
徴

し
た
も

の
で
あ
る
。
藤
枝

の

『
青
春
愚
談
』
に
も

「入
寮
早

々
の

一
年
生
が
出
会
う
も
の
が
、
夜

の
ス
ト
ー

ム

と
寮
歌
練
習
、
そ
れ
か
ら
放
課
後

の
入
部
勧
誘

で
あ

っ
た
」
と
い
う

一
節
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
彼
ら
三
人
も

こ
の
ス
ト
ー

ム
の
洗
礼
を
た

っ
ぷ
り
と
受
け
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。二

　

志
賀
直
哉
と
の
出
会
い

三
人
を
強
く
結
び

つ
け
た

の
が
文
学

へ
の
関
心
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
『
三
人

の

"
八
高
生
"
』

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
平
野
は
佐
藤
春
夫
、
本
多
は

ト
ル
ス
ト
イ
、
藤
枝
は
志
賀
直
哉
と
い
う
よ
う
に
お
互

い
贔
屓
の
作
家

は
違

っ
た

も
の
の
、
共
に
文
学
を
愛
す
る
者
と
し
て
彼
ら
は
、
学
校
生
活

の
中

で
さ
か
ん
に



文
学
談
義
を
交
わ
し
て
い
た
。

『
伊
吹
お
ろ
し
の
雪
消
え
て
』

に
収
録
さ
れ
た

「校
友
会
雑
誌
」
の
目
録
に
三

人

の
名
前
が
見
え
る
。
発
行
順
に
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
五
十

一
号

(昭
和
二
年

十
月
発
行
)

に
平
野
朗

『
晩
秋
挿
話
』
、
勝
見
二
郎

『
考

へ
る
事
』
、
本
多
秋
五

『
死
と
芸
術
』
、
五
十
二
号

(
同
年
十
二
月
発
行
)

に
勝
見
二
郎

『
奈
良
行
き
』
、

五
十
七
号

(
昭
和
三
年
七
月
発
行
)

に
勝
見

二
郎

『
兄

の
病
気
』
、

五
十
九
号

(
昭
和
四
年
三
月
発
行
)
に
平
野
朗

『
我
が
家

の
平
和
』
、
六
十
号

(同
年
五
月

発
行
)
、
六
十
三
号

(同
年
十

一
月
発
行
)
に
平
野
朗

『
稚
恋
』
、
六
十
五
号

(昭

和
五
年
三
月
発
行
)
に
平
野
朗

『
昨
日
の
風
景
』
と
あ
る
。
ま
た
昭
和
三
年
度

の

委
員
を
本
多
と
平
野
、
翌
年
度

の
委
員
を
平
野
が

つ
と
め
て
い
る
。

ま
た
彼
ら
は
在
学
中
に
推

理
小
説
雑
誌

「新
青
年
」

に

『
古
本
屋
ケ
メ
ト

ス
』

と

い
う
探
偵

コ
ン
ト
を
投
稿

し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

こ
の
コ
ン
ト
を
め
ぐ
る
経
緯

は
前
掲

し
た
藤
枝

の

『
古
本
屋
ケ
メ
ト
ス
』
と

い
う
同
タ
イ
ト
ル
の
エ
ッ
セ
イ
か

ら
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
彼
ら

の
コ
ン
ト
は
平
野
が

ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
、
藤
枝

が
書

い
た
も
の
で
、
学
校
近
く

の
古
書
店

「オ
リ
オ

ン
」
と
そ
の
若
夫
婦
を
描

い

た
も

の
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
彼
ら
が
文
学

へ
の
関
心
を
第

一
の
共
通
点
と
し
て
友
情
を
深
め
て
い

っ
た
三
人

の
八
高
時
代
は
、
ち

ょ
う
ど
昭
和
文
学

の
始
ま
り
に
位
置
し
て
い
た
。

芥
川
龍
之
介
が

「将
来
に
対
す
る
ぼ
ん
や
り
と
し
た
不
安
」
と

い
う
言
葉
を
書
き

残
し
て
自
殺
し
た
の
は
、
昭
和
二
年
七
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
当
時
、
。

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
や

モ
ダ

ニ
ズ

ム
の
文
学
な
ど
新
し
い
時
代
を
予
見
す

る
よ
う

な
新
し
い
文
学
が
次

々
と
生
ま
れ
て
き
て
い
た
。

こ
の
大
正
文
学

の
担

い
手
芥
川

の
死
か
ら
実
質
的
な
昭
和
文
学

の
幕
が
開
け
ら
れ
て
い
く
。

本
多

の

『
八
高
時
代
の
平
野
謙
』
の
中
に
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
。

(略
)
県
庁
内

の
大
き
な
建
物

の
な
か
で
、
改
造
社

の

「現
代

日
本
文
学
全

集
」

の
P
R
の
た
め

の

《
文
芸
大
講
演
会
》
が
催
さ
れ
た
。
名
古
屋
に
あ
ん

な
に
大
勢

の
文
士
が
そ
ろ

つ
て
来
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
か

つ
た
ら

う
か
。
横
光
利

一
が
禅

の
話
を
例
に
し
て
新
感
覚
派
文
学
論
を

の
べ
た
。
ち

ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
、
さ

つ
ば
り
判
ら
な
か

つ
た
。
久
米
正
雄
が

「前
説
」
と

断

つ
て
講
演

し
、
文
士
の
生
活
を
写
し
た
映
画
を
み
せ
た
。
白

い
顔

の
山
田

順
子
が
、
リ

ン
ゴ
の
皮
を
く
る
く
る
と
剥
い
て
、
徳

田
秋
声
に
さ
し
出
し
た
。

芥
川
龍
之
介
が
着
物
姿

で
庭
木
に
の
ぼ
り
、
そ
れ
を
カ
メ
ラ
が
あ
ち

こ
ち

の

角
度
か
ら
写
し
て
み
せ
た
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
講
演
会
は
、

い
わ
ゆ
る
円
本

の
先
駆
け
と
な

っ
た

『
現

代
日
本
文
学
全
集
』

の
発
刊
を
記
念
し
て
、
昭
和
二
年
五
月
十
五
日
に
改
造
社
の

主
催
で
行
わ
れ
た

「
現
代
日
本
文
学
全
集
講
演
会
」
で
あ
る
。

翌

日
の

「新
愛
知
新
間
」
に
よ
る
と
、
午
後
六
時
半
か
ら
始
ま

っ
た
こ
の
会
は
、

開
会

の
辞

の
後
、
ま
ず
木
村
毅
が

「文
学
界

の
女
性
観
」
と
題
し
て

「
モ
ダ

ン
ガ

ー

ル
」
の
心
理
を
論
じ
た
と
い
う
。

つ
い
で
横
光
利

一
は

「
聯
想
作
用
」
と
題
し

て

「西
洋
に
お
け
る
主
観

の
思
想
傾
向
と
東
洋

に
於
る
客
観
強
調
の
思
想
潮
流
を

指
摘
し

つ
ゝ
主
観
と
客
観

の
合

一
す
る
時
最
後
の
文
化
が
実
現
す
る
」
と
説
い
た
。

ま
た
藤

森
成
吉
は

「戯
曲
と
変
遷
」
と

の
題
で
戯
曲
に
表
れ
た
思
想
的
な
変
化
の

過
程
を
追

い
か
け
、
吉
江
喬
松
は

「文
学

の
使
命
」

に
つ
い
て
論
じ
た
。
最
後
に

久
米
正
雄
が
自
身

で
撮
影
し
た

「現
代
作
家

の
生
活
」

の
映
像
や
国
木

田
独
歩
原



作
の

『
女
難
唇

の
映
画
等
を
映
写
し
て
十
時
に
閉
会
と
な

っ
た
と
い
う
。
同
日
の

「名
古
屋
新
聞
」
も
ま
た

「素
晴
ら
し
い
盛
況
、
大
盛
況

聴
衆
尚
潮
の
如
く

県
議
事
堂

の
大
門
遂

に
閉
づ
」
と
い
う
記
事
を
載
せ
、
「
ま
だ
、
日
の
お
ち

つ
く

さ
な

い
頃
か
ら
陸
続
と
し
て

つ
め
か
け
た
聴
衆

は
定
刻
六
時
半
に
は
既
に
三
千
堂

に
み
ち
て
空
前

の
盛
況
を
見
せ
る
」
、

「聴
衆

は
後
か
ら
ー

押
よ
せ
さ
し
も
の
大

会
場
も
身
動
き
す
ら
で
き
な
い
有
様
」
、
「
日
頃
文
学
書
で
し
た
し
む
文
学
者

の
生

活
が
ス
ク
リ
ー

ン
に
現
れ
る
や
聴
衆

の
喜
び
は
極
度

に
達

し
拍
手
に

つ
ぐ
拍
手
を

以
て
迎

へ
」
た
と

い
う
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
描
写
に
、
満
員
の
聴
衆
の
写
真
を
添
え

て
会
場

の
熱
気
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
満
場

の
聴
衆
の
中

の

一
人
だ

っ
た
本
多
は
わ
ず
か
二
ヵ
月
後
に
自
殺
す

る

こ
と
に
な
る
芥
川
の
映
像
を
見
、
横
光
利

一
本
人
か
ら
新
感
覚
派

の
文
学
理
論
を

聞
く
と

い
う
ま
さ
に
新

旧
文
学

の
交
代
劇
を
体
験

し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
彼
ら
の
八
高
在
学
中
の

「最
大

の
文
学
的
事
件
」

(『
八
高
時
代

の
平
野
謙
』
)

は
こ
う
し
た
新
し

い
文
学
と

の
出
会

い
で
は
な
く
、
志
賀
直
哉
と

の
出
会

い
で
あ

っ
た
。
後

に
改
め
て
ふ
れ
る
が
、

こ
の

『
現
代
日
本
文
学
全
集
』

の
二
十
五
巻

(改
造
社

昭
和
三

・
七
)
は

『
志
賀
直
哉
集
』
と
し
て
編
ま
れ
、

『
暗
夜
行
路
』
前
編
、
『
或

る
朝
』
、
『
網
走
ま
で
』
、
『
濁

つ
た
頭
』
、
『
和
解
』
な

ど
四
十
八
作
品
を
収
録
し
て
い
る
。

昭
和
三
年
八
月
二
日
に
藤
枝
が
ま
ず
志
賀
を
訪
ね
た
。
当
時
、
志
賀
は
奈
良

に

住
ん
で
い
た
。

こ
の
奈
良
時
代
、
あ
る
い
は
そ
の
前

の
京
都
時
代

の
志
賀

の
も
と

を
訪
れ
る
も

の
た
ち
は
少
な
く
な
く
、
た
と
え
ば
大
正
十

二
年
に
は
滝
井
孝
作
が

京
都
に
移
り
住
ん
だ
ほ
か
、
尾
崎

一
雄
、
網
野
菊
、
谷
川
徹
三
、
竹
内
勝
太
郎
ら

の
訪
問
が
あ
り
、
奈
良
に
移

っ
た
志
賀
を
慕

っ
て
網
野
や
尾
崎
が
住
ま

い
を
移
し

て
い
る
。
ま
た
昭
和
六
年
に
は
小
林
多
喜
二
が
志
賀
家
を
訪
れ

一
泊

し
て
い
る
。

藤
枝
は
前
も

っ
て
こ
の
日
の
午
後

二
時
に
訪
ね
る
約
束
を
葉
書

で
取
り

つ
け

て

い
た
。

こ
の
時

の
様
子
は
藤
枝

の

『
志
賀
直
哉

・
小
林
秀
雄
両
氏
と
の
初
対
面
』

(
「風
報
」
昭
和
三
二
・
四
　

『
藤
枝
静
男
著
作
集
』

一
巻
所
収
)
等
に
あ

る
。

当
時
、
志
賀

は
四
十
五
歳
で
あ

っ
た
。
大
正
十

一
年
に

『
暗
夜
行
路
』
前
編
を

刊
行
、
翌
年
に
は
関
東
大
震
災
を
機

に
同
人
誌

「白
樺
」

の
終
刊
と
、
彼

の
文
学

活
動

の
上
で
、
大
き
な
節

目
を
迎
え
て
い
た
。
同
年
に
京
都

へ
、
さ
ら
に
十
四
年

に
奈
良

に
住
居
を
移
し
て
か
ら
は
、
東
洋
美
術

へ
の
関
心
を
深
め
て
い
く
。

そ
の

審
美
眼
に
よ

っ
て
選
び
抜
か
れ
た
作
品
を
編
集

し
、
同
十
五
年
六
月
に
美
術
図
録

と
し
て

『
座
右
宝
』
を
刊
行
し
た
。

こ
の
時
、
志
賀
は
小
説
と
絵
が
好
き
だ
と

い
う
藤
枝

の
た
め
に
、
中
国
清

の
画

家

石
濤
の
風
景
画
か
ら
始
ま

っ
て
梅
原
龍
三
郎
、
山
脇
信
徳
、
有
島
生
馬
ら
交
遊

の
あ
る
画
家

の
作
品
に
い
た
る
ま
で
披
露
し
た
と

い
う
。
複
製
画
に
よ
る
美
術
鑑

賞

は
若
き
日
の
志
賀
た
ち
白
樺
派

の
人
々
が
流
行
さ
せ
た
鑑
賞
形
式

で
あ

っ
た
が
、

こ
の
時
は
実
物
に
よ
る
豪
華
な
鑑
賞

で
あ

っ
た
。

ま
た
藤
枝

の

『
「座
右
宝
」

の
こ
と
な
ど
』

(『
志
賀
直
哉
全
集
』
月
報
九
　

昭

和
四
九

・
一
　

『
藤
枝
静
男
著
作
集
』

一
巻
所
収
)
に
よ
る
と
、
藤
枝
は
存
在

を

知

っ
て
は
い
た
が
、
実
物
を
見
た
こ
と
は
ま
だ
な
か

っ
た

『
座
右
宝
』
を
編
者
本

人
か
ら

「親
切
な
説
明

つ
き
」
で
見
せ
て
も
ら

っ
た
と
い
う
。
六
十
八
円
の

「並

製

の
方
で
、
そ
し
て
私
は
氏
が
書
斎

か
ら
わ
ざ
わ
ざ
出
し
て
来
ら
れ
た
何
枚
か

の

原
版

の
焼
き
付
け
写
真
を
も
混
え
て
拝
見
し
た
と
覚
え

て
い
る
」
と
振
り
返

っ
て



い
る
。

拙
稿

「志
賀
直
哉
と
俵
屋
宗
達
」
(
「
名
古
屋
市
立
大
学
人
文
社
会
学
部
研
究
紀

要
」
平
成

一
五

・
一
一
)
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の

『
座
右
宝
』
は
志
賀
が
東
洋

美
術

へ
関
心
が
移

っ
た
当
時

の
関
心
の
置
き
所
を
そ
の
ま
ま
豪
華
版

の
図
録
と
し

た
も

の
で
あ
る
。

こ
の

『
座
右
宝
』

か
ら
さ
ら
に
編
集

の
観
点
を
進
め
て
、
志
賀

は

『
樹
下
美
人
』

(
河
出
書
房
新
社

昭
和
三
四

・
六
)

で
は
西
洋
の
古
典
美
術

か
ら
現
代
美
術
、
さ
ら
に
日
本
の
現
代
絵
画
ま
で
収
録
し
、
志
賀

の
美
術
観

の
集

大
成
と
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
後

の
展
開
を
踏
ま
え
る
と
、
昭
和
三
年
八
月
段

階
で
藤
枝
は

『
座
右
宝
』
と
と
も
に
、
梅
原
や
有
島
ら
日
本

の
現
代
絵
画
を
鑑
賞

し
て
お
り
、
『
座
右
宝
』

か
ら

『
樹
下
美

人
』

へ
の
予
兆
が
既
に
こ
こ
に
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
約
三

ヶ
月
後

の
十

一
月
二
日
、
藤
枝

は
再
び
志
賀
を
訪
ね

る
。
今
度
は
藤

枝
が
案
内
役
を

つ
と
め
、
平
野
と
本
多
も
同
行
し
、
宿
代
を
浮
か
す
た
め
山
岳
部

か
ら
借
り
た
テ
ン
ト

で
の
野
営
を
試
み
た
。
藤
枝

は
こ
の
時

の
訪
問
の
様
子
に

つ

い
て
も
自
身

の
日
記
を
元
に

『
奈
良
公
園
幕
営
』
と

い
っ
た

エ
ッ
セ
イ
や

『
青
春

愚
談
』
等
で
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
前
述

の
よ
う
に
平
野
は
佐
藤
春
夫
贔
屓
、
本

多
は
ト
ル
ス
ト
イ
贔
屓

で
あ

っ
た
と
あ
る
こ
と
や
、

「藤
枝

の
主
導
」
で
連
れ
て

行
か
れ
た
と
本
多
が
述

べ
て
い
る
こ
と
な
ど
考
え
て
、

二
人
に
と

っ
て
こ
の
旅
行

は
恐
ら
く
奈
良
見
物
が
て
ら
志
賀
の
家

で
も
見
ら
れ
た
ら

い
い
と
い
う
程
度

の
軽

い
気
持
ち
か
ら
の
も

の
だ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

藤
枝

は
初
日
の
二
日
は
、
時
間
が
遅
か

っ
た
た
め
も
あ

っ
て
か
、

一
日
=

人
で

志
賀

の
家

に
挨
拶
に
訪
れ
て
い
る
。
翌
三
日
に
志
賀
は
三
人
が
張

っ
た
テ

ン
ト
を

見
て
き
た
と
藤
枝

に
伝
え
て
い
る
。

四
日
に
今
度
は
三
人
そ
ろ

っ
て
志
賀
宅
を
訪

問
し
、
志
賀

か
ら
自
分
も

い
つ
か

「
原
始
生
活
」
を
や

っ
て
み
た

い
と

い
う
言
葉

を
聞

い
た
。
ま
た
こ
の
日
に
も
志
賀
は
再
び
テ
ン
ト
を
訪
ね
て
来
て
い
る
。
志
賀

の
気
さ
く
さ
と
好
奇
心
の
強
さ
と
彼
ら
に
寄
せ
た
親
愛

の
情

の
あ
た
た
か
さ
が
伝

わ

っ
て
く
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

三

ヶ
月
前

の
藤
枝

の
志
賀
訪
問
が
美
術
鑑
賞

の
豊
か
な
時
間
を
共
有
す
る
と

い

う
意
味
で
白
樺
派
的
な
も

の
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
今
回
の
三
人

の
志
賀
訪
問
は

若
者

の
テ
ン
ト
生
活
か
ら
自
ら
自
然

の
中
で
生
活
し
た

い
と
願
う
志
賀
の
率
直
な

人
間
性
や
健
康
的
な
た
く
ま
し
さ

に
ふ
れ
た
と

い
う
意
味

で
、

こ
れ
も
ま
た
白
樺

派
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
三
人
は
五
日
に
テ
ン
ト
を

た
た
み
、
志
賀
に
借
り
た
蓆
と
毛
布
を
返
却

し
て
か
ら
無
事
名
古
屋
に
帰

っ
た
。

同
行
者
で
あ

っ
た
平
野
謙
は
後
に
、

「
い
ま
志
賀
さ
ん
の
年
譜
を
み
る
と
、
当

時

の
志
賀
さ
ん
は
現
在

の
私
ど
も
よ
り
、
な
ん
と
十
歳
ほ
ど
若

い
の
で
あ
る
。
以

来
、
私
は
志
賀
さ
ん
に
お
目
に
か
か

っ
た
こ
と
が
な

い
が
、

い
ま
で
も
、
あ

の
と

き

の
志
賀
さ

ん
は
現
在

の
私
な
ど
よ
り
老
成
し
た
印
象
が

つ
よ

い
。
」

(『
三
十
六

年
ぶ
り
の
旅
』
)
と
回
想
し
て
お
り
、

こ
の
志
賀
と

の

一
度
き
り
の
出
会

い
が
強

い
印
象
を
残
し
た

こ
と
が
窺
え

る
。
一

方

の
本
多
も
ま
た

「
こ
の
旅
行
以
来
、
三

人
だ
け
に
わ
か
る
共
通
の
経
験
を
も

っ
た

こ
と
に
よ

っ
て
、
ぐ

っ
と
強
く
結

び
合

わ
さ
れ
た
と
思
う
」

(『
藤
枝
静
男

の
こ
と
』
)
と
述
べ
て
い
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
三
人

の
八
高
生
は
志
賀
直
哉
そ
の
人
と
出
会

い
、
そ
の
出
会

い
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
さ
ら
に
友
情
を
深
め
て
い

っ
た
。

こ
こ
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ

の
文
学

へ
の
道

の
り
が
始
ま

っ
て
い
く
。



三
　
そ
の
後
の
三
人
と
志
賀
直
哉

こ
の
後

の
三
人
が
歩
ん
で
い

っ
た
道

の
り
を
追

っ
て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
志
賀

の
文
学
と
関
わ
り
な
が
ら
文
学
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

か

つ
て

ロ
ダ

ン
は

〈花
子
〉

の
故
国
の
青
年
で
あ
る
志
賀
た
ち
無
名

の
作
家
に
ブ

ロ
ン
ズ
像
三
点
を
贈
り
、
白
樺
派

の
メ
ン
バ
ー
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
そ
れ

と
同
じ
よ
う
に
、
今
度

は
大
家
と
な

っ
た
志
賀
が
八
高
の
文
学
青
年
た
ち
を
あ
た

た
か
く
迎
え
、
そ
の
出
会

い
が
彼
ら
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
。

ま
ず
本
多
秋
五
は
昭
和
四
年
に
八
高
を
卒
業

し
て
上
京
、
東
大
国
文
科

へ
進
む
。

大
学
卒
業
後
、
批
評
家
と
し
て
着
実
に
歩
み
を
進
め
、
そ
の
歩
み
は
ト
ル
ス
ト
イ

論
か
ら
始
ま
り
、
宮
本
百
合

子
論
な
ど
を
経

て
百
合
子
研
究

の
源
流
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
白
樺
派
研
究

へ
と
進
ん
で
い
く
。

そ
の

『
「白
樺
」
派
の
文
学
』

(講
談
社

昭
和
二
九

・
七
)
は
、
志
賀
、
武
者

小
路
実
篤
、
長
与
善
郎
、
有
島
武
郎
ら
を
論
じ
、
白
樺
派
と

い
う
文
学
運
動
全
体

を
考
察

し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
本
格
的
な
白
樺
派
研
究

の
先
駆
的
な
も
の
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
以
降

の
白
樺
派
研
究

の
大
き
な
礎
と
し
て
後
に
続
く

研
究
者

に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
特
に
志
賀
文
学
に
つ
い
て
は

「
男
性
的

な
、
生
活
建
設
的
な
、
実
践
的
な
性
格
」
、

「旦
那
衆

の
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
い
っ
た

表
現
で
そ

の
特
色
を
規
定
し
、

「想
ふ
」
と

「為
す
」

の
距
離
感
に
志
賀
文
学
成

立

の
秘
密
を
見
出
し
て
い
る
。

ま
た

『
志
賀
直
哉
全
集
』
(
岩
波
書
店

昭
和
四
八

・
五
)
の
内
容
見
本
に
寄

せ
た

『
文
学

に
お
け
る
美
味
』
の
中
で

「私
は
青
年
時
代
に
、
文
学
上
の
美
味
と

は
ど
ん
な
も
の
か
を
、
志
賀
さ
ん
に
よ

っ
て
教
え
ら
れ
た
。
」
と
志
賀
文
学

が
自

分
の
批
評
活
動
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
改
め
て
確
か
め
る
発
言
を
行

っ
て
い
る
。

つ
い
で
本
多
は
こ
の
言
葉

の
意
味
を
自
ら
も
う

一
度
反
編
す
る
か
の
よ
う
に
、

昭
和
五
十
八
年

五
月
か
ら
六
十

一
年

一
月
ま

で
の
約

四
年

に
わ
た

っ
て
、

「群

像
」
に

『
晩
拾
志
賀
直
哉
』
を
隔
月
連
載
し
た
。

こ
れ
に
訂
正
加
筆

し
て
刊
行
し

た

『
志
賀
直
哉
』
上

・
下

(岩
波
書
店
　

昭
和
六
五

・
一
、

二
)

の

「
は
し
が

き
」
は
、
次

の
よ
う
に
高
等
学
校
時
代

の
記
述
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。

私
は
旧
制
高
等
学
校
三
年
間

の
後
半
に
、
藤
枝
静
男

の
影
響
の
も
と

に
志

賀
直
哉
を
読
ん
で
、
は
じ
め
て
文
学
に
眼
を
開
か
れ
た
思

い
を
し
た
。

一
番

よ
く
話
し
合

っ
た
の
は
文
科
乙
類
同
級

の
平
野
謙
で
、
文
学
書

の
多
読
と

い

う

こ
と
で
は
彼
は
私
よ
り
は
る
か
前
方
を
歩
い
て
い
た
が
、
藤
枝
か
ら
志
賀

文
学
を
学
ん
だ
点
で
は
、
彼
も
私
と
ほ
ぼ
肩
を
並

べ
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

そ
の
後
、
私
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

へ
の
傾
斜
や
ト
ル
ス
ト
イ
の

『
戦
争

と
平
和
』

へ
の
没
入
な
ど
に
よ

っ
て
、
志
賀
直
哉
か
ら
遠
ざ
か

っ
た
時
期
も

あ

っ
た
が
、
戦
後
数
年
し
て
、
い
わ
ば
文
芸
思
潮
と
し
て
の

「白
樺
」
派
全

体

の
な
か
に
位
置
づ
け
て
、
志
賀
直
哉
を
読

み
直
す
よ
う
に
な

っ
た
。

一
九
六
〇
年
代
の
い
つ
か
、
私
は

一
篇

の
志
賀
直
哉
論
を
書

い
て
み
た

い

と
思
い
は
じ
め
た
。

こ
こ
で
は
志
賀
文
学
に
よ

っ
て
文
学
に
目
覚
め
た
高
校
時
代
以
降
、

紆
余
曲
折
を

経

て
志
賀
論
を
書
き
た

い
と

い
う
気
持
ち
が
宿
志
と
な

っ
て
い
っ
た
経
緯
が
た
ど

ら
れ
て
い
る
。
彼
は
人
生

の

「残
務
整
理
の
筆
頭
課
題
が
志
賀
論
で
あ

っ
た
」
と



ま
で
言
い
切

っ
て
い
る
。
本
多

の
志
賀

へ
の
関
心
が
六
〇
年
代
以
降

に
深
ま

っ
て

い
く
こ
と
は
宮
内
豊

『
反
近
代

の
彼
方

へ
』

(論
創
社
　

昭
和
六

一
・
一
二
)
が

「自
我
」
と
の
関
連
で
論
じ
て
い
る
。

『
志
賀
直
哉
』
は
、
志
賀

へ
の
思

い
の
確
認
か
ら
本
論

へ
と
入
り
、

こ
の

「
は

し
が
き
」

の
発
言
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
時
に
高
校
時
代

の
思

い
出
を
挿

入
し
な

が
ら
志
賀
論
が
展
開
さ
れ
て

い
く
。
た
と
え
ば

『
濁

っ
た
頭
』

の
成
立
論
の
部
分

で
も
、
昭
和
三
年
、
高
校
三
年
生

の
時
に
前
に
ふ
れ
た
改
造
社
版

『
現
代
日
本
文

学
全
集

志
賀
直
哉
集
』

で
こ
の
小
説
を
は
じ
め
て
読
ん
だ
思

い
出
が
挿
入
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
志
賀
作
品
中

の

〈夢
〉
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
部
分
で
も
、
高
校

時
代
に
平
野
と
藤
枝
と
と
も
に

『
祖
母
の
為
に
』
や

『
黒
犬
』

の
中

の

〈夢
〉
に

つ
い
て
語
り
合

っ
た
こ
と
が
ふ
れ
ら
れ
、
さ
ら
に

『
和
解
』
を
初
め
て
読
ん
だ
高

校
生

の
時

に

「力
強
く
肯
定
的
に
描

い
て
い
る
」
作
者

の
筆
力
に

「息
を
の
む
思

い
」
を
し
た
衝
撃
は

「今
も
確
か
に
私
の
記
憶
に
あ
る
。
私
は
ど
う
や
ら
こ
の
辺

で
、
本
能
的
な
も
の
は
健
康

で
あ
る
か
ぎ
り
美
し
い
、
と

い
う
志
賀
直
哉

の
哲
学

に
か
ぶ
れ
た
ら
し

い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
、
『
暗
夜
行
路
』

の
十
四
節
と

『
「漱
石
全
集
」
推
薦
』
と

の
思
想
的
な

共
通
性
を
指
摘
す
る
箇
所
は
注
目
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
二

つ
の
文
章

の
執

筆
時
期
が
ち

ょ
う
ど
本
多
た
ち
が
志
賀
を
訪
れ
た
頃
に
当
た
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

平
野
謙
と
私
が
、
藤
枝
静
男
に
連
れ
ら
れ
て
、
奈
良
幸
町
の
お
宅
に
志
賀

さ
ん
を
訪
ね
た

の
は
、
昭
和
三
年
秋
、
た
し
か
十

一
月
初
め

の
こ
と

で
あ

っ

た
が
、
そ
れ
は
志
賀
直
哉
が
こ
う

い
う
心
境
に
達
し
て
い
た
時
期
ー
も

っ
と

正
確

に
い
え
ば
、
『
豊
年
虫
』
を
書
き
上
げ
た
直
後

の
時
期
ー

で
あ

っ
た

こ

と
が
、
今
に
し
て
初
め
て
わ
か
る
。

自
我
は
小
さ

い
、
自
我
が
後
生
大
事

に
斎
き
祭
る
善
悪
正
邪

の
観
念
も
、

巧
拙
美
醜

の
判
断
も
、
若

い
と
き
に
考
え
た
ほ
ど
権
威

の
あ
る
も

の
で
は
な

い
。

も

っ
と
大
き
な

「自
然
」

の
力
、

「自
然
」
の
法
則
が
あ
る
。

そ
れ
に

較
べ
れ
ば
人
間

の
営
み
は
果
敢
な

い
も
の
で
は
な

い
か
。
ー

そ
ん
な

こ
と
を

し
き
り
に
考
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
四
五
歳

の
志
賀
直
哉
が
、
そ
の
心
境

を

ス
ト
レ
ー
ト
に
吐
露
し
た
の
が
、
謙
作

の

「
涅
槃
と
か
寂
滅
為
楽
と
か
い

ふ
境
地
に
は
不
思
議
な
魅
力
が
感
ぜ
ら
れ
た
。
」
で
は
な
か

っ
た
か
。

こ
の
よ
う
に
、
本
多

は

「
人
生
の
残
務
整

理
」
と
し
て
の
重
要
命
題
で
あ
る
志
賀

直
哉
論
執
筆
に
あ
た

っ
て
、
初
め
て
出
会

っ
た
当
時

の
志
賀
文
学
を
考
え
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
自
分
と
志
賀
と
の
出
会

い
の
意
味
付
け
も
行
お
う
と
し
て
い
る
の
だ

と

い
え
る
。

そ
れ
は
志
賀
文
学
と
の
出
会
い
を
通
し
て
文
学
の
道
を
歩
む
こ
と
に

な

っ
た
彼
に
と

っ
て
自
然
な
こ
と
で
あ

っ
た
。

い
つ
ぼ
う
、
平
野
謙
は
、
昭
和
五
年
に
八
高
を
卒
業
し
、
同
じ
く
上
京
し
て
東

大
社
会
学
科

へ
、
後
に
美
学
科

へ
転
科

し
な
が
ら
、
次
第
に
文
芸
批
評

の
分
野

へ

と
進
み
、
精
密

に
推
理
小
説
の
謎
を
解
く
よ
う
に
作
品
分
析
を
試
み
、
戦
後
文
学

の
推
進
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
戦
前

の
文
学
運
動

の
再
検
討
を
続

け
、
特
に
私
小
説

の
特
色
を
解
き
明
か
し
、
昭
和
文
学
史
に
対
す
る
独
創
的
な
見

方
を
提
示
し
た
。

つ
ま
り
昭
和
文
学

の
構
造

・
枠
組
み
を

〈私
小
説
〉
、

〈プ

ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
〉
、

〈
モ
ダ

ニ
ズ
ム
〉

の
三
派
鼎
立
で
あ
る
と
す
る
と
ら
え
方

で
あ
る
。

中

で
も

〈私
小
説
〉
を
代
表
す
る
作
家
が
志
賀

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な



く
、
平
野
が
八
高
時
代
に
志
賀
直
哉
そ
の
人
に
直

に
会

っ
た
体
験
が
、

こ
の

〈私

小
説
〉
と

い
う
問
題

へ
の
平
野
の
問
題
意
識
を
高
め
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は

想
像
に
難

く
な

い
。

彼

の
代
表
的
評
論
集

『
芸
術

と
実
生
活
』

(講
談
社

昭
和

三
三

・
一
)

は
第

二
部

で
志
賀
と
と
も
に
、
森
鴎
外
、
田
山
花
袋
、
島
崎
藤
村
、

徳

田
秋
声
、
永
井
荷
風
を
論
じ
て
い
る
。

こ
の
評
論
集

の
タ
イ
ト
ル
は
志
賀
直
哉

の
芸
術
作
品
と
彼
の
実
生
活
と
そ
の
両
方

の
緊
張
関
係
に
ふ
れ
た
八
高
時
代

の
思

い
出
を
呼
び
起

こ
す
も
の
と
し
て
響
い
て
く
る
。

宮
越
勉

「平
野
謙
と
志
賀
直
哉
―

「私
小
説

の
二
律
背
反
」
に
即
し
て
」

(『
平

野
謙
研
究
』
明
治
書
院

昭
和
六
二

・
一
一
)
は
志
賀
文
学
研
究
家

の
立
場
か
ら

平
野
の
志
賀
論
の
特
色
を
分
析
し
、
た
と
え
ば

『
邦
子
』
に
着
目
し
た
先
駆
者
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
山
和
子

『
平
野
謙
論

文
学
に

お
け
る
宿
命
と
革
命
』

(武
蔵
書
房

昭
和
五
九

・
二

)

は

「
平
野
謙
が
、
む

か
し
か
ら
私
に
は
志
賀
直
哉
論
史
な

い
し
研
究
史
に
は

「特
別
の
関
心
」
が
あ
る
、

と
語

っ
て

い
る
の
は
、
ま
さ

に
、
固
有

の
青
春
原
体
験
を
め
ぐ

っ
て
粘
着
す
る

「特
別
な
関
心
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
述

べ
、
そ
の

「特
別
な
関
心
」

の
内
実

を
、

「志
賀
直
哉
論
を
タ
テ
糸
と
す
る
文
学
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン

ツ
ィ
ア
の
時
代
的

推
移
を
明
ら
め
る
」
と

い
う
晩
年
ま
で
持
続
さ
れ
た
テ
ー

マ
で
あ

っ
た

こ
と
を
説

い
て
い
る
。
平

野
は

「志
賀
直
哉
論
史

と
い
う

こ
と
」

(
「群
像
」
昭
和

四
三

.

七
)

で
芥
川
龍
之
介
、
小
林
秀
雄
、
井
上
良
雄
が
志
賀
論
を
発
表
し
た
昭
和
二
年

か
ら
七
年
ま

で
、

つ
ま
り
自
分
達
が
志
賀
を
訪
問
し
た
時
期
を
志
賀
論
史

の

一
つ

の
ピ
ー
ク
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。

最
後
に
藤
枝
静
男

は
、
昭
和
五
年
三
月
に
八
高
を
卒
業
、

こ
の
年
七
月
に
は
奈

良

の
日
吉
館
に
泊
ま
り
、

一
日
お
き
に
志
賀
を
訪
ね
る
と
い
う
生
活
を
送
る
。
し

か
し
、
文
学

の
道
に
は
す
ぐ
に
は
進
ま
ず
、
千
葉
医
大

へ
進
み
、
眼
科
の
医
者

に

な

っ
た
。
小
説
家
と
し
て
の
デ

ビ

ュ
ー
は
戦
後
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

平
野

・
本
多
ら
が
雑
誌

「近
代
文
学
」
を
創
刊
、
彼
ら
の
す
す
め
で
藤
枝
は
昭

和
二
十
二
年
、
デ

ビ

ュ
ー
作

『
路
』
を
同
誌

の
九
月
号
に
発
表
す
る
。

こ
の
雑
誌

は

「新
日
本
文
学
」
と
共
に
、
戦
後
文
学
を
文
字
通
り
先
導
し
て
い
っ
た
雑
誌

で

あ
る
。
平
野
と
本
多
は
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、

白
樺
派

の
作
家
が
同
人
誌

「白
樺
」
を
舞
台

に
自
然
主
義
の
暗
さ
を
吹
き
飛
ば
す

新
し
い
文
学
を
生
み
出
そ
う
と
し
た
と
同
じ
よ
う

に
、
彼
ら
は

「近
代
文
学
」
を

舞
台
に
戦
後

の
文
学
を
自
ら
生
み
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

藤
枝
は
デ
ビ

ュ
ー
の
際
に
平
野
と
本
多
に
筆
名
を

つ
け
て
ほ
し
い
と
頼
み
、

つ

け
ら
れ
た
名
前
が

「藤
枝
静
男
」

で
あ

っ
た
。
『
三
人
の

"
八
高
生
"
』

に
述

べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
藤
枝
は
出
身
地
静
岡
県
藤
枝
町
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

静
男
は
、
八
高
時
代
に
腸
チ

フ
ス
で
亡
く
な

っ
た
同
級
生
北
川
静
男
に
ち
な
ん
だ

も
の
と
さ
れ
る
。
本
多
が
若

い
頃

一
時

「北
川
静
男
」
と
い
う
筆
名
を
用

い
て
い

た
こ
と
も
あ

っ
た
。
言
う
な
れ
ば
、

こ
の

「藤
枝
静
男
」
と

い
う
筆
名
そ
れ
自
体

が
八
高

で
培
わ
れ
た
友
情
と
追
憶
と
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
三
人
の
中
で
最
も
遅
く
出
発
し
た
藤
枝

は
、
そ
の
後
志
賀
の
小
説

の

方
法
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
独
自

の
宇
宙
観
で
珠
玉
の
作
品
を
発
表
し
て
い
く
。
高

橋
英
夫

『
志
賀
直
哉

見
る
こ
と
の
神
話
学
』

(小
沢
書
店

平
成

七

・
五
)

は

藤
枝

の
作
品
を

「生
死
を
ひ

っ
く
る
め

て
、
輪
廻
的
な
広
漠
た
る
世
界
を
と
ら
え

た
幻
想
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
し
、
志
賀
譲
り

の
死
生
観
と
リ
ア
リ
ズ
ム
の
結
合
、



私
小
説
と
幻
想

の
共
存
を
実
現
し
て

い
る
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
宮
内
淳
子

『
藤

枝
静
男
　

タ
ン
タ
ル
ス
の
小
説
』

(
エ
デ

ィ
ト
リ

ア
ル
デ
ザ

イ
ン
研
究
所

平
成

一
一
・
一
)
は
志
賀
の
系
列
か
ら
藤
枝
文
学
を
解
き
放
し
て
読

み
解
く

こ
と
を
基

本
的
な
立
場
と
し
て
い
る
が
、
第
五
章

の

「崩
れ
る
石
ー
描
か
れ
た
無
機
物

の
諸

相
」
で
は

「よ
く
見
て
描
く
力
」

の
大
切
さ
を
志
賀
訪
問
時
に
教
え
ら
れ
、
そ
れ

が
彼

の

一
生
の
信
念
と
な

っ
た

こ
と
も
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
藤
枝
文
学
研
究

の
現
在
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、

こ
こ
で
は
、
彼

の
小
説
の
特
色
を

『
和
解
』
と

『
暗
夜
行
路
』
を
背
景
に
置
き
な
が
ら
考
え
て
み
た

い
。

た
と
え
ば
長
編
小
説

『
欣
求
浄
土
』

(
「群
像
」
等
に
分
載
　

昭
和
四

一
・
九
～

四
五

・
五
)
で
は
志
賀
が
よ
く
揮
毫
し
た

「欣
求
浄
土
」
と
い
う
言
葉
を
タ
イ
ト

ル
に
据
え
、
老
年
期
を
迎
え
た
主
人
公
が
古
代

の
庭
や
巨
大
な
樹
木
に
強
い
共
感

を
寄
せ
な
が
ら
、
死
と

い
う
も

の
に
次
第
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
く
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
最
終
章

「
一
家
団
簗
」
の

一
節
で
あ
る
。

や
が
て
章

は
、
か
ね
て
自
分
が
目
的
と
し
て
い
た
場
所
に
た
ど
り

つ
い
た
。

そ
れ
は
、
小
さ
な
寺

の
本
堂

の
わ
き

の
軟
か
い
毬
を

一
面
に
な
ら
べ
た
よ
う

な
美
し
い
茶
畑
に
か
こ
ま
れ
た
、
あ
ま
り
古
く
な
い
彼
の
家

の
墓
場
で
あ

っ

た
。「

と
う
と
う
来
た
。
と
う
と
う
来
た
」

と
彼
は
思

っ
た
。
す
る
と
急

に
、
安
堵
と
も
悲
し
み
と
も

つ
か
ぬ
情
が
、

彼

の
胸
を
潮

の
よ
う
に
満
た
し
た
。
彼
は
、
父
が
自
分
で

「累
代
之
墓
」
と

書

い
て
彫
り

つ
け
た
墓
石
に
手
を
か
け
て
、
そ
の
下
に
も
ぐ

っ
て
行

っ
た
。

四
角

い
コ
ン
ク
リ
の
空
間

の
な
か
に
、

父
を
中
心
に
し
て
三
人
の
姉

兄
が

坐

っ
て
い
た
。

二
人
の
弟
妹

は
、
か
た
わ
ら

の
小
さ
な
蒲
団
に
寝
か
さ
れ
て

い
た
。

こ
こ
で
主
人
公
は

「腎
臓
も
、
眼
球
も
、
骨
髄
も
、
そ
れ
か
ら
血
液
も
、
残
し
て

役
に
た

つ
も
の
だ
け

の
も

の
は
、
死
ん
だ
と
き
み
な
病
院
に
置

い
て
来
た
の
で
、

彼

の
身

は
軽
か

っ
た
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
肉
体
と
い
う
現
実
か
ら
解
き
放
た
れ
、

墓
石
の
下
に
集
ま
る
亡
く
な

っ
た
家
族
と
再
会
し
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
志
賀
も

『
和
解
』

で
主
人
公
順
吉

に
墓
参
り
を
さ
せ
て
い
る
。

自
分
は
祖
父
の
墓

の
前
を
少
時
歩

い
て
ゐ
た
。
其
内
祖
父
が
自
分
の
心
理

に
蘇

つ
て
来
た
。
其
祖
父
に
対
し
自
分
に
は

「今

日
祖
母
に
会
ひ
に
行
き
た

い
と
思

ふ
が
」
と

い
ふ
相
談
す
る
や
う
な
気
持
が
浮

ん
だ
。

「会

ひ
に
行

つ

た
ら
よ
か
ら
う
」
と
直
ぐ
其
祖
父
が
答

へ
た
。
自
分

の
想
像
が
祖
父
に
さ
う

答

へ
さ
し
た
と

云
ふ
に
し
て
は
余
り
に
明
か
に
、
余
り
に
自
然
に
、
直
ぐ
そ

れ
が
浮
ん
だ
。
そ
れ
は
夢

の
中

で
出
会

ふ
人
の
や
う
に
客
観
性
を
持

つ
て
ゐ

て
、
自
分
に
は
如
何
に
も
生
き
て
ゐ
た
時

の
祖
父
ら
し
か

つ
た
。
自
分
は
其

簡
単
な
言
葉

の
裡
に
年
寄

つ
た
祖
母
に
対
す
る
祖

父
の
愛
撫
を
さ

へ
感
じ
た

や
う
な
気
が
し
た
。

こ
の
場
面
は
、
順
吉
が
祖
父
や
実
母
と

い
っ
た
死
者
と
語
り
合

い
、
自
ら
の
血
縁

を
再
確
認
す
る
場
面
で
あ
る
。

こ
の
場
面
を
背
景
に
置
け
ば
、
墓
を
め
ぐ
る
死
者

と
の
交
流
を
さ
ら
に
超
現
実
的

に
描

い
た
の
が

『
欣
求
浄
土
』
と
い
う
こ
と

に
な

る
。
『
欣
求
浄
土
』
で
は
主
人
公
が

「
父
の
膝
に
し
が
み

つ
」
き
、

父
が
息
子
の

「首

の

つ
け
ね
の
と
こ
ろ
か
ら
頭

に
か
け
て
、
ご
わ
ご
わ
し
た
厚

い
掌
で
撫

で

た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
会
話
だ
け
で
は
な
く
触
感
さ
え
も
描
き

こ
ま
れ
て
い
る
。



ま
た
藤
枝
は
志
賀
と
同
じ
よ
う
に
仏
教
思
想
や
美
術

へ
の
関
心
を
背
景
に
、
優

れ
た
視
覚
描
写
や
風
景
描
写

の
小
説
を
発
表

し
な
が
ら
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
世
界

は
、
志
賀

が

『
暗
夜
行
路
』

で
描

い
た
よ
う
な
大
自
然

の
中
に
解
け
込
む

一
個

の

小
さ
な
存
在
と
し
て
の
人
間
と
い
う
構
図
で
は
な
く
、
自
然
も
人
間
も
、
そ
し
て

生
も
死
も
、
何
ら
境
界
の
な

い
自
在
な
大
宇
宙
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば

『
田
紳
有

楽
』

(
「群
像
」
昭
和
四
九

・
一
、
七
、
五
〇

・
四
、

五

一
・
二
)
で
も
、
志
野
焼

き

の
ぐ

い
飲
み
や
丹
波
な
ど
の
焼
き
物
が
五
十
六
億
七
千
万
年
と
い
う
途
方
も
な

い
時
間
と
空
間
を
超
え
て
語
り
、
そ
こ
か
ら
私
小
説
と

い
う
枠
組
み
を

こ
え
た
象

徴
的
世
界
が
描
き
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
藤
枝
は

「
特

別
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

「極
北
」

の
私
小
説
」

(
「
文
学
界
」
昭
和
六
〇

・
五
)

で
、

「離
れ
て
、
し
か
も
強
く
即
く
」
と

い
う
志
賀

の
言
葉
を
引
用
し
て
、
め
ざ
す
文

学
を
説
明
し
て
い
る
。
藤
枝

の
小
説
は
志
賀
を
離
れ
て
、
し
か
も
な
お
強
く
志
賀

を
即
く
も
の
で
あ

っ
た
。

以
上
、
三
人
の
活
動
と
志
賀
と
の

つ
な
が
り
に

つ
い
て
考
え
て
き
た
。
前
述
し

た
よ
う
に
彼
ら
が
初
め
て
志
賀
を
訪
ね
た
昭
和
三
年
当
時
、
志
賀
は

一
つ
の
節
目

を
迎
え
た
後
で
あ

っ
た
。

よ
り
細
か
く
述
べ
れ
ば
、
こ
の
年

の
六
月
に

『
暗
夜
行

路
』
後
編

の
十
五
を
発
表
し
、
以
後

こ
の
長
編
の
連
載
開
始
は
昭
和

十
二
年
ま
で

待
た
ね
ば
な
ら
な

い
。
他

の
作
品
に
目
を
転
じ
て
も
、
昭
和
四
年
に

『
豊
年
虫
』

が
発
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
寡
作
に
な

っ
て
い
る
。
彼
ら
の
訪
問
時

は
ゆ

っ
た

り
と
し
た
志
賀
文
学

の
流

れ
の
上

で
は
休
息
時
期
に
当
た
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
か
ら
こ
の
い
わ
ば

〈空
白
〉
を
埋
め
よ
う
と

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
多
は
当
時

の
志
賀
の
心
境
と
作
品
と
の
関
係
を
考
え
、

ま
た
志
賀
研
究

の
流
れ
を
見
極
め
る

こ
と
で
、

〈空
白
〉
を
埋
め
た
。

平
野
も
ま

た
前
年

の
昭
和
二
年
に
発
表
さ
れ
た

『
邦
子
』
と

い
う
作
品
に
着

目
し
、
芸
術
と

実
生
活

の
相
関
関
係
を
考
え
る
こ
と
で
、

こ
の

〈空
白
〉
を
埋
め
よ
う
と
し
た
。

そ
し
て
藤
枝
は
リ
ア
リ
ズ

ム
文
学
と

い
う
評
価

の
も
と
で
は

〈空
白
〉
と
な

っ
て

い
た
幻
想

の
部
分
を
受
け
継
ぐ
形
で
埋
め
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。

結
び
に
代
え
て

最
後
に
、
昭
和
四
十
七
年

の
藤
枝

の
旅
に
ふ
れ
た

い
。
藤
枝
静
男

の

「志
賀
直

哉
文
学
紀
行

個
性
に
貫
か
れ
た
風
景
」
(『
現
代
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
六

志
賀

直
哉
』
収
録

学
習
研
究
社

昭
和
四
九

・
二
)
か
ら

こ
の
旅
の
様
子
が
窺
え
る
。

こ
の

「志
賀
直
哉
文
学
紀
行
」
は
志
賀
が
幼
年
期

・
青
年
期
を
過
し
た
麻
布

の

屋
敷
跡
に
始
ま

っ
て
志
賀
ゆ
か
り

の
風
景
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
執
筆
さ
れ
た

作
品
、
あ
る
い
は
そ
こ
を
舞
台
と
し
た
作
品
に
ふ
れ
な
が
ら
順
次
た
ど

っ
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

父
と
の
不
和
か
ら
家
を
出
て

一
時
滞
在
し

『
時
任
謙
作
』
を
書

い

た
尾
道
、
『
濠
端
の
住
ま

い
』

の
舞
台
と
な

っ
た
松
江
、
『
暗
夜
行
路
』
結
末
部
分

の
舞
台
と
な

っ
た
柏
書
大
山
、
『
焚
火
』
等

に
描
か
れ
た
赤
城
山
、
そ
し
て
彼
ら

が
そ
ろ

っ
て
志
賀
を
訪
ね
た
奈
良
、
そ

の
後
に
移
り
住
ん
だ
東
京
、
戦
後
に
別
荘

を
求
め
た
熱
海
ま
で
足
を
運
ん
で
い
る
。
『
母

の
死
と
新
し
い
母
』

で
新

し
い
母

と
初
め
て
言
葉
を
か
わ
し
た
喜
び
か
ら
主
人
公
が

「片

足
で
二
度
ず

つ
跳
ぶ
馳
け

方
」
、

つ
ま
り

ス
キ

ッ
プ
を
し
た
と
書
か
れ
た
広
大
な
屋
敷
が
、
後
に
清
泉
寮
学

院
と
な

っ
た

こ
と
な
ど
新
し
い
発
見
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
清
泉
女
子
大
学

の



資
料

か
ら
は
日
本
舞
踊
や
学
習
に
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
、
ま
た
港
区
区
役
所

の
資

料
か
ら
は
当
時

の
地
番
が
麻
布
三
河
台
二
七
番
地
で
面
積
は

一
六
八
二
坪
、
現
在

の
港
区
六
本
木
四
丁
目
一
三

号
ー

一
五
号

に
当
た
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

て
い

る
。藤

枝
は
こ
の
麻
布

の
志
賀
邸
跡
地
を
訪
れ
た
際
に
、
庭
隅
で
八
ツ
橋

の
残
骸
を

偶
然
に
発
見
し
、

「
ひ
ど
く
私

の
興
味
を
そ
そ

っ
た
」
と
述

べ
て
い
る
。
そ
れ
は

『
座
右
宝
』

の

「建
築
及
庭
園
の
部
」
に
京
都
本
法
寺
に
あ
る
伝
本
阿
弥
光
悦
作

の
八
ツ
橋

の
図
版
が
収

録
さ
れ
て

い
る

こ
と
を
思

い
出
し
た
か
ら
だ
と

い
う
。

「氏
が
本
法
寺

の
美

し
く
静
謐
な
八
ツ
橋
を
見

て
心
惹

か
れ
た
と
き
、
氏

の
心
の

底
に
は
き

っ
と
こ
の
庭
隅
の
八
ツ
橋
が
蘇

っ
た
に
ち
が

い
な
い
、
と
私
は
空
想
し

た
か
ら
で
あ

っ
た
」
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
『
座
右
宝
』
は

藤
枝
が
初
め
て
志
賀
を
訪
ね
た
時
に
見
せ
て
も
ら

っ
た
豪
華
図
録
で
あ
る
。
私
見

で
は
こ
の
光
悦

の
八
ツ
橋

に
つ
い
て
は
、
前
掲
し
た
拙
稿

で
述

べ
た
よ
う
な
宗
達

に
対
す
る
志
賀

の
関
心
と
の
関
連
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
藤
枝
は

麻
布
の
家

の
庭
と
結
び

つ
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
志
賀

の
心
に
蘇
る
風
景
を
空

想
し
た
時
、
藤
枝

の
目
に
映

っ
て
い
た
の
は
、
眼
前

の
八
ツ
橋

の
残
骸
だ
け

で
は

な
く
、
『
座
右
宝
』

の
図
版
、
そ
し
て
そ
れ
を
見
せ
て
く
れ
た
あ
の
日
の
志
賀
自

身

の
姿
も
重
な
る
重
層
的
な
映
像
だ

っ
た

は
ず

で
あ
る
。

こ
の
旅
で
初
め
て
会

っ
た
志
賀

の
姿
を
思

い
出
し
た

の
は
藤
枝
だ
け
で
は
な

い
。

奈
良
を
訪
れ
た
際
に
は
本
多
が
同
行
し
、
志
賀

の
旧
居
の
場
所
に

つ
い
て
互
い
の

記
憶
を
も
と
に
探
し
あ
て
て
い
る
。
ま
た
、
尾
道
や
松
江
、
大
山
で
は
こ
の
二
人

に
平
野
も
加
わ
り
、
三
人
全
員
で
志
賀
ゆ
か
り
の
地
を
た
ど

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

八
高
時
代
か
ら
の
友
情
を
確
か
め
、
そ
し
て
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
お
け
る
志

賀

の
意
味
を
三
人
で
確
か
め
合
う
旅
と
も
な

っ
て
い
た
。
藤
枝
の
紀
行
文
が
収
録

さ
れ
た

『
現
代
日
本
文
学

ア
ル
バ
ム
』

に
は
平
野
の

「志
賀
直
哉
と
そ
の
時
代
」

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
多
の

『
出
雲

の
旅
』

(
「建
設
だ
よ
り
」
昭
和
四
七

.
一

『
本
多
秋
五
著
作
集
』

一
二
巻
所
収
)
に
よ
れ
ば
、
出
雲
行
き
が
昭
和
四
十
六
年

の
九
月
末
か
ら
十
月
初
め

の
こ
と
だ

っ
た
と
い
う
。

そ
の
直
後
の
十
月
二
十

一
日

に
志
賀
は
八
十
八
年

の
生
涯
を
閉
じ
る
。

こ
の
旅
を
綴

っ
た
本
多

の

「
出
雲
柏
耆

の
旅
」
と
平
野
の

「格
別

の
こ
と
ー
志
賀
直
哉

の
死
を
悼
ん
で
」
は

「群
像
」

の

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
号
に
並
ん
だ
。
彼
ら
は
、

こ
の
旅
の
地
点
か
ら
志
賀
の
死

と

い
う

〈空
白
〉
と
い
う
課
題
を
か
か
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い

く

こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

※

志
賀
、
藤
枝
、
平
野
、
本
多

の
文
章
か
ら

の
引
用
は
、
『
志
賀
直
哉
全
集
』

全

二
十
八
巻

(岩
波
書
店
　

平
成

一
〇

・
一
二
～

一
四

・
三
)
、
『
藤
枝
静
男
著

作
集
』
全
六
巻

(講
談
社

昭
和
五

一
・
七
～
五
二

・
五
)
、
『
平
野
謙
全
集
』

全
十
三
巻

(新

潮
社
　

昭
和
四
九

・
一
二
～
五
〇

・
一
二
)
、
『
本
多
秋
五
全

集
』
全
十
八
巻

(菁
柿
堂
　

平
成
六

・
八
～
一
一

・
二
)
に
拠
る
。
引
用
の
漢

字

は
す
べ
て
常
用
漢
字
を
用

い
た
。

.


